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平
安
朝
後
期
に
お
け
る
家
外
の
経
學

明
罷
家
學
は
、
大
學
寮
衰
際
の
後
を
承
け
て
、

學
は
、
そ
の
讀
方
と
い
ひ
、
注
解
と
い
ひ
す
べ
て
自
由
で
あ
っ
た
。

平
安
朝
の
中
頃
に
、
家
學
が
樹
立
し
た
。
前
に
寮
學
に
封
し
て
、
寮
外
の
學
が
あ
っ
た
や
う
に
、
家
學
に
封
し
て
、

家
外
の
學
が
あ
ら
は
れ
た
。
家
學
が
、
家
本
家
貼
家
博
家
説
の
上
に
、
駿
重
な
形
式
を
備
へ
て
ゐ
た
に
到
し
、
家
外
の

一
條
天
皇
の
頃
に
樹
立
し
た
が
、
そ
の
後
久
し
く
勢
を
張
る
こ
と
が

出
来
な
い
で
、
た
ゞ
名
ば
か

b
で
あ
っ
た
。

入
唐
授
受
な
ど
い
へ
ば
兎
に
角
、
左
様
で
な
け
れ
ば
、
た
と
ひ
學
オ
が
あ
つ
て
も
、
之
を
主
張
し
門
戸
を
立
て
る
こ
と

一
方
家
外
の
學
は
如
何
か
と
い
ふ
に
、
こ
は
博
統
的
の
も
の
で
な
い
か
ら
、

は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
我
國
の
経
學
は
、
久
し
苔
に
亙
る
因
襲
に
よ

b
、
そ
の
自
由
を
塞
が
ら
れ
て
ゐ
た
。
唐

儒
義
疏
學
な
ど
も
、
夙
に
博
来
し
て
ゐ
る
に
拘
ら
す
、
菅
野
佐
冊
・
菩
淵
永
貞
の
後
に
、
こ
の
書
に
つ
い
て
、
之
が
研

究
を
積
ん
だ
記
録
さ
へ
極
め
て
稀
で
あ
る
。
た
ゞ
平
安
末
に
至
っ
て
、
藤
原
通
憲
・
同
頼
長
・
等
一
派
が
挺
起
し
て
、

之
が
講
究
を
始
め
た
こ
と
は
、
た
と
ひ
そ
れ
が
一
時
的
の
現
象
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
王
朝
経
學
界
の
悼
尾
の
一
偉
観
で

平
安
朝
後
期
に
お
け
る
家
外
の
経
學
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手
自
引
勘
疏
、
散
不
審
、
云
々
。

「
奎
記
」
に
、

頼
長
は
、
藤
原
通
憲
・
同
成
佐
・
源
師
頼
を
師
と
し
、
源
俊
通
・
中
原
師
長
・
同
師
元
・
浦
原
定
安
・
同
頼
業
•
藤

原
友
業
・
同
孝
能
・
同
遠
明
・
同
敦
任
・
菅
原
登
宜
等
を
友
と
し
て
、
講
習
討
論
し
た
。
頼
長
は
、
そ
の
地
望
も
高
く
、

學
間
も
併
輩
を
抜
い
て
ゐ
る
新
進
の
経
學
者
で
あ
っ
た
。
頼
長
の
周
園
に
は
、
此
等
十
数
の
學
者
が
集
合
し
、
論
義
の

席
を
開
き
、
互
に
研
究
精
進
し
た
。
頼
長
は
、
「
豪
記
」
に
、
自
已
學
問
の
方
法
を
述
べ
て
ゐ
る
。
常
時
他
の
人
々
も
、

同
様
の
往
路
を
進
ん
だ
で
あ
ら
う
。
「
豪
記
」
に
よ
る
と
、
頼
長
に
、
崇
穏
天
皇
の
保
延
二
年
、
そ
の
十
七
歳
の
時
、

「
蒙
求
」
を
讀
ん
で
か
ら
、
近
衛
天
皇
の
康
治
元
年
、
二
十
三
歳
ま
で
に
、
讀
み
得
た
も
の
に
、
経
家
三
百
六
十
二
巻
、

史
家
三
百
二
十
六
巻
、
雑
家
三
百
四
十
二
巻
、
併
せ
て
一
千
―
二
十
巻
に
及
ん
で
ゐ
る
。
そ
の
内
、
師
説
を
受
け
た
も
の

は
、
経
書
で
は
「
毛
詩
」
「
楼
記
」
「
古
文
孝
経
」
「
論
語
」
、
及
び
「
老
子
」
の
六
部
五
十
四
巻
、
史
書
で
は
、
「
漢
書
」

一
部
九
十
二
巻
、
詩
文
で
は
、
「
文
選
」
、
並
に
「
業
府
」
の
二
部
で
あ
る
が
、
他
の
多
く
の
経
書
を
始
め
、
史
書
雑
書

類
は
、
自
由
研
究
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
経
書
に
つ
い
て
師
説
と
い
ふ
も
、
明
罷
家
學
の
偲
授
で
は
な
く
て
、
通
憲
・

成
佐
・
師
頼
の
師
詭
で
あ
る
。
此
等
は
常
時
範
學
の
家
元
で
あ
っ
た
明
経
家
學
に
存
在
し
て
ゐ
た
が
、
博
識
な
頼
長
に

は
、
甚
だ
物
足
b
な
い
も
の
と
戚
せ
ら
れ
C
る
つ

J

o

「
易

l

「
周
霞
」
「
俄
證
」
「
左
氏
」
「
公
羊
」
「
殺
梁
」
の
如
き
は
、

あ
る
。

懐
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平
安
朝
後
期
に
お
け
る
家
外
の
糎
學

と
い
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
博
授
に
よ
ら
な
い
で
、
讀
方
と
意
義
と
を
辮
じ
た
の
で
あ
る
。
博
授
に
よ
れ
ば
こ
そ
、
経
書
の

一
且
博
授
を
離
れ
た
時
に
は
、
家
貼
家
訓
の
累
も
な
く
、
秘
博
密
符
の
煩
も
な
く
、
自

己
獨
自
の
學
力
見
解
に
よ
っ
て
、
自
由
に
讀
下
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

常
時
頼
長
、
及
び
そ
の
同
志
の
間
に
輪
講
さ
れ
て
ゐ
た
経
書
は
、
「
豪
記
」
康
治
―
―
年
七
月
二
十
二

H
條
下
に
、
「
左

博
」
「
公
羊
」
「
穀
梁
」
「
證
記
」
コ
周
證
」
「
催
麓
」
「
詩
」
「
書
」
「
周
易
」
「
論
語
」
「
孝
罷
」
の
順
序
に
よ
っ
て
、
毎
子

日
に
講
師
を
開
い
た
。
頼
長
は
、
此
等
の
経
書
を
講
究
す
る
に
、
参
考
書
と
し
て
併
讀
し
た
も
の
は
、
「
五
純
正
義
」

「
登
羊
解
微
」

5
豆
言
「
穀
梁
疏
」
「
論
語
皇
疏
」
「
孝
経
述
義
」
の
類
で
あ
っ
た
。
「
五
罷
正
義
」
等
は
、
「
日
本
國
記
在

害
目
録
」
に
、
已
に
著
録
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
此
頃
に
至
b
新
に
摺
本
が
偲
来
し
、
學
者
は
之
を
珍
重
す
る
こ
と
限
な
ぐ
、

盆
に
相
競
う
て
之
を
讀
ま
う
と
し
た
の
で
あ
ら
う
。
頼
長
な
ど
も
、
此
等
の
書
を
耽
讀
し
た
記
事
が
「
奎
記
」
の
慮
々

に
散
見
し
て
ゐ
る
。
も
し
他
の
公
卿
學
士
が
、
學
事
に
関
す
る
日
記
を
残
し
た
な
ら
、
皆
之
に
類
す
る
努
力
を
し
て
ゐ

た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
「
豪
記
」
康
治
二
年
七
月
十
一
―

-
8
、
「
春
秋
三
偲
」
に
つ
い
て
、
そ
の
注
本
と
疏
本
と
を

比
照
精
讀
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
常
時
の
學
者
の
、
研
究
に
熱
心
な
様
が
う
か
ゞ
は
れ
る
。
そ
の
記
事
に
、

元
ヵ

自
去
十
一
日
、
自
純
題
、
猫
先
年
博
、
三
反
高
登
了
、
讀
正
義
、
初
雨
巻
、
依
殊
勝
、
重
見
之
、
學
左
博
事
、
秤
例

了
ヵ

一
反
、
初
左
博
一
反
鰭
詞
心
飼
呼
了
、
以
生
徒
令
抄
出
了
、
其
抄
出
＋
巻
讀
合
本
書
、
郎
首
付
、
次
一
反
口
、
委
首

佐

ヵ

佐

ヵ

付
、
先
以
成
君
、
令
披
校
摺
本
、
予
又
不
審
之
所
、
重
校
摺
本
、
又
木
成
君
所
作
之
閾
、
予
重
書
入
案
事
、
次
一
反

讀
方
は
困
難
で
あ
る
も
の
ヽ
、



出
力

高
啓
讀
之
、
次
見
正
義
、
引
合
本
書
、
文
文
案
義
理
、
其
正
義
首
付
、
又
抄
書
之
所
懸
勾
、
其
中
勾
、

畢
カ

書
本
書
之
裏
、
次
早
―
二
巻
讀
之
、

見
了
、
界
首
付
、
勾
要
文
、

以
生
徒
令
抄
寓
、
其
抄
出
―
―
―
巻

讀
合
本
書
、
郎
首
付
、
解
徴
一
部
古
石
見
了
、
首
付
、
勾
要
文
、
以
生
徒
書
本
書
之
襄
、
穀
梁
飼
訟
ユ
鱈
疏
一
部
古
一
倦

以
生
徒
令
書
本
書
裏
、
春
秋
三
博
、
随
分
入
功
、
伯
記
之
了
、

公
羊
一
反
見
之
、
嬰
首
付
、
可
抄
所
、

懸
勾
、

と
あ
る
。
居
ノ
高
宗
の
永
徽
四
年
に
出
来
上
っ
た
「
五
経
正
義
」
は
、
経
注
本
と
別
行
し
、
限
疏
寓
本
と
し
て
世
に
博

つ
て
ゐ
た
が
、
北
宋
太
宗
の
端
挟
元
年
、
勅
に
よ
っ
て
始
め
て
印
行
さ
れ
た
。
我
國
に
偲
来
し
た
摺
本
は
、
そ
の
時
の

唐
孔
買
諸
先
儒
、
作
諸
経
義
疏
、
皆
別
行
、
其
巻
敷
見
居
藻
文
志
、
可
孜
而
微
也
、

と
あ
る
。
「
士
鶯
記
」
「
山
棟
記
」
「
百
錬
抄
」
等
に
よ
る
と
、
「
五
罷
正
義
」
の
外
に
「
周
乾
疏
」
「
文
選
」
「
白
氏
文
集
」

「
新
定
之
膿
繭
」
「
純
典
秤
文
」
及
び
浩
滸
な
「
太
平
御
寛
」
等
の
摺
本
も
博
来
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
常
時
の
學
者

が
、
経
書
の
研
究
は
、
経
注
本
を
本
と
し
、
之
を
疏
本
に
比
照
し
、
高
讀
、
首
付
、
抄
出
、
裏
書
等
の
方
法
に
よ
っ
た
。

．
 

學
者
仲
間
で
毎
々
行
は
れ
る
論
義
の
下
準
備
に
は
、
互
に
怠
b
な
く
疏
本
な
ど
に
よ

b
準
備
し
た
も
の
で
あ
る
。
問
者

か
ら
の
質
問
が
可
な

b
難
問
で
あ
っ
た
盆
に
、
こ
の
細
心
な
注
意
と
熱
心
な
研
究
と
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

頼
長
は
、
平
安
末
期
に
お
け
る
最
も
傑
出
し
た
罷
學
研
究
者
で
あ
っ
た
。
大
學
寮
に
お
け
る
秤
莫
論
義
、
も
し
く
は

も
の
で
あ
ら
う
。
「
近
開
偶
筆
」
に
、
純
疏
別
行
を
説
い
て
、

懐

徳

ニ
四

以
生
徒
可
令



平
安
朝
後
期
に
お
け
る
家
外
の
経
學

殿
上
に
お
け
る
内
論
義
の
形
式
を
、
自
家
講
習
の
上
に
移
し
て
、
家
論
義
と
云
っ
た
こ
と
が
、

る
。
講
師
問
者
等
は
、
交
互
に
そ
の
役
を
勤
め
、
罷
義
を
論
究
す
る
こ
と
に
し
た
。
康
治
二
年
十
二
月
十
八

B
に
は
、

「
證
記
」
の
論
義
を
行
っ
た
が
、
此
時
始
め
て
論
義
の
方
式
を
定
め
た
の
で
あ
る
。
「
壷
記
」
そ
の
條
下
に
、

講
楼
記
、
今
度
有
儀
腔
、
麓
記
一
部
、
謹
文
宜
王
御
前
、
後
可
倣
之
、
講
師
成
佐
、
問
者
俊
通
、
先
例
問
一
部
内
事

人
別
問
一
事
、
今
度
凡
議
定
二
巻
、
吟
噂
豫
被
仰
講
師
問
者
、
又
人
別
問
二
事
、
疇
鍔
髯
濯
後
可
倣
之
、
先
例
問
者

二
人
、
今
夜
所
在
、
俊
通
・
賓
長
・
余
也
、
賓
長
及
余
、
成
佐
弟
子
也
、
初
俊
通
一
人
間
之
、
不
可
武
例
、
事
了
、

講
師
問
者
、
出
論
義
、
依
有
遁
怠
、
今
度
有
議
、

月
令
誰
作
哉
、

一
、
文
王
泄
子
篇
稲
文
王
如
何
、
詩
―
―
―
首
献
如
例
、

一五

以
賓
長
鴬
注
記
、
論
義
間
書
之
、
後
可
倣
之
、
今
夜
論
義
、

と
あ
る
。
毎
回
二
巻
と
定
め
、
間
者
は
人
別
に
二
事
を
問
ふ
こ
と
に
し
た
。
此
等
は
秤
莫
の
時
、
論
義
も
し
く
は
内
論

義
の
時
の
如
く
、
可
な
b
骨
が
折
れ
、
學
者
の
研
究
を
た
す
け
た
こ
と
も
多
大
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
近
衛
天
皇
の
天

「
左
博
」
の
論
義
の
時
の
如
き
は
、
講
者
消
原
定
安
の
不
覺
を
博
へ
て
ゐ
る
。

「
壷
記
」
そ
の

定
安
答
旨
、
甚
以
不
覺
、
成
佐
問
一
條
、
不
全
答
、
禰
座
合
咲
、
総
法
一
口
、
又
不
足
言
、
委
旨
見
記
録
、

と
あ
る
。
定
安
は
、
明
経
家
學
中
の
人
で
あ
る
。
常
時
の
論
義
は
、
自
由
討
究
に
よ

b
、
狭
小
な
家
學
の
範
園
に
束
縛

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
定
安
は
、
問
者
の
問
に
答
へ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

條
下
に
、

養
元
年
六
月
十
―
―

-
B
、

そ
の
十
二
月
廿
四

B
定
安

~
 

ヽ

「
壷
記
」
に
見
え
て
あ



と
あ
る
。
こ
の
日
に
、

は
、
大
學
に
至

b
、
「
五
純
正
義
」
「
公
羊
解
徴
」
「
穀
梁
博
疏
」
「
論
語
皇
疏
」
「
孝
経
述
義
」
等
を
披
寛
し
て
ゐ
る
こ
と

「
壷
記
」
の
そ
の
條
に
見
え
て
あ
る
。
明
経
家
も
論
義
の
席
で
は
、
義
疏
研
究
の
必
要
を
戚
じ
た
の
で
あ
ら
う
。

頼
長
は
「
豪
記
」
天
養
二
年
九
月
二
十
四
日
條
下
に
、
明
経
博
士
信
俊
の
學
間
を
評
し
て
、
末
文
を
究
め
す
と
し
て
之

を
斥
け
て
ゐ
る
。
末
文
と
は
、
居
宋
に
出
来
た
義
疏
の
こ
と
で
あ
ら
う
。

頼
長
は
、
毎
々
家
論
義
を
開
い
て
、
周
園
の
學
者
と
と
も
に
、
大
に
経
義
の
研
究
に
精
進
し
て
ゐ
た
。
頼
長
は
、
「
穀

梁
博
」
に
よ

b‘

孔
子
生
日
の
庚
子
は
、
そ
の
二
十
一

8
と
な
し
、
そ
こ
で
天
養
元
年
八
月
廿
一
日
は
、
恰
も
庚
子
に

。
「
壷
記
」
に
、

常
り
、
ま
こ
と
に
遭
ひ
難
い

8
と
な
し
、
此

H
を
儒
道
竪
義
の
日
と
定
め
た
の
で
あ
る

竪
義
事
、

以
八
月
建
酉
廿
一
日
不
謂
支
干
盆
式
日
、
是
孔
子
生
日
也
、
公
羊
博
曰
、
十
一
月
庚
子
生
、
穀
梁
博
曰
十
月
庚
子
孔
子
生
、

案
之
、
周
十
月
即
是
夏
八
月
也
、
雨
博

H
同
月
異
、
公
羊
解
徴
、
穀
梁
疏
、
不
秤
之
、
案
三
罷
、
皆
云
、
冬
十
月

庚
辰
朔
、
日
有
食
之
、
計
之
十
月
廿
一
日
常
庚
子
、
十
一
月
不
得
有
庚
子
、
但
十
月
有
閏
者
、
十
一
月
得
有
庚
子

突
、
案
杜
預
長
暦
、
八
月
有
閏
、
十
月
無
閏
、
然
則
穀
梁
諒
可
武
是
者
乎
、
櫨
此
説
、
以
八
月
廿
―

H
盆
式
日
突
、

今
日
始
有
此
事
、
随
又
常
庚
子
、
塞
難
逢
之
日
也
、
先
迎
柳
有
戚
應
欺
、

に
は
、
藤
原
成
佐
、
竪
者
に
は
源
俊
通
、
問
者
に
は
頼
長
、
及
び
藤
原
友
業
・
同
孝
能
・
源
賓
長
・
菅
原
登
宜
、
注
記

カt
ヽ

懐

徳

「
春
秋
三
博
」
の
論
義
を
開
き
、
探
題
竪
者
間
者
注
記
を
定
め
、
般
重
を
極
め
て
ゐ
る
。
探
題

一六



平
安
朝
後
期
に
お
け
る
家
外
の
経
學

こ
と
は
、
ほ
ゞ
想
像
さ
れ
る
次
第
で
あ
る
。

〇
桓
公
無
王
、
其
心
如
何
、

「
平
治
物
語
」
に
見
え
て
ゐ
る

二
七

上

登

宜）

（以

上

賓

長

）

一
、
春
王
正
月
、
其
心
如
何
、

（

以

上

孝

尼）
士

ll

（

以

上

頼

長

）

に
は
中
原
師
元
と
定
め
ら
れ
、
論
義
に
卯
刻
友
業
の
「
尚
書
」
の
開
講
に
始

b
、
引
績
い
て
「
春
秋
」
並
に
「
三
博
」

に
移
b‘

午
刻
に
終
を
つ
げ
た
の
で
、
今
の
六
時
間
を
要
し
た
の
で
あ
る
。
竪
者
間
者
の
論
難
に
つ
苔
、
探
題
は
一
々

得
界
の
判
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
常
時
間
答
の
有
様
は
、
佛
家
論
義
に
類
し
、
可
な
り
辛
辣
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ら

う
。
而
し
て
「
間
答
、
委
細
在
注
記
、
不
能
具
記
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
竪
者
の
間
、
並
に
探
題
の
批
判
は
、
之
を
知
る

こ
と
が
出
来
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
「
壷
記
」
同
條
下
に
掲
げ
ら
れ
た
営

B
の
間
目
は
、
左
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
春
秋
、

以
一
字
褒
貶
、
其
義
如
何
、

0
三
博
作
者
、
誰
人
々
々
乎
、

二
、
菱
例
、
如
詩
菱
風
継
雅
、
其
心
如
何
、

〇
酉
狩
獲
麟
、
其
心
如
伺
、

四
、
春
秋
制
作
時
節
如
何
、

0
左
氏
能
膿
、
公
羊
能
識
、
穀
梁
能
経
、
其
心
如
何
、

五
、
左
氏
偲
第
十
七
奥
、
在
第
十
八
端
、
其
心
如
何
、

0
奔
人
来
蹄
衛
、
其
心
如
何
、
（
以

ま
た
常
時
、
崩
儲
の
書
な
る
「
義
疏
」
の
博
来
の
み
な
ら
ず
、
宋
仰
「
新
注
」
の
學
風
も
追
々
潜
入
し
て
来
て
ゐ
た

「
豪
記
」
並
に
通
憲
の
「
蔵
書
目
録
」
を
検
す
る
に
、
中
に
宋
代
の
成
書

な
ど
を
牧
め
て
ゐ
る
。
之
は
宋
商
か
ら
得
た
も
の
で
あ
ら
う
。
「
太
平
御
寛
」
、
及
び
「
孟
子
―
音
義
」
「
三
霞
園
」
「
宋
胸
」

「
許
氏
昔
辮
」
な
ど
が
あ
る
。
殊
に
通
憲
は
、
宋
平
日
に
通
じ
、
宋
話
を
解
し
た
こ
と
、

（

以

上

友

業

）



そ
の
同
叢
明
純
家
消
原
頼
業
に
も
、

同
様
の
こ
と
が
あ
る
。

が
、
此
等
は
、
宋
代
の
新
思
潮
に
到
し
、
少
か
ら
す
憧
憬
し
て
ゐ
た
た
め
で
あ
ら
う
。
此
等
は
新
注
學
博
来
の
證
櫨
に

は
な
ら
な
い
が
、
宋
代
に
お
け
る
一
脈
の
思
想
を
博
へ
得
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

通
憲
の
徒
頼
長
は
、
學
問
愛
好
の
人
で
、
宋
書
も
し
く
は
摺
本
を
、
百
方
訪
求
し
て
ゐ
た
が
、
新
注
書
と
思
は
れ
る

も
の
は
、
ま
だ
入
手
し
て
ゐ
ま
い
や
う
で
あ
る
。
但
し
「
登
記
」
康
治
二
年
九
月
條
下
に
、

十
二
日
乙
丑
、
又
見
檀
弓
上
、
是
檀
弓
上
下
學
記
中
庸
、
重
可
見
也
、
低
殊
勝
之
巻
故
也
、
云
々
、

十
五
日
戊
辰
、
中
庸
見
了
、
始
見
三
膿
岡
畑
麟
仁

と
あ
る
の
は
、
た
し
か
に
程
子
の
「
中
庸
」
抽
出
の
影
響
を
受
け
た
た
め
で
あ
ら
う
。
康
治
二
年
は
、
南
宋
高
宗
の
紹

興
十
三
年
に
常
り
、
朱
子
が
「
學
章
章
句
」
の
序
の
出
来
た
淳
煕
十
六
年
に
先
つ
こ
と
、
四
十
七
年
で
あ
る
。
中
庸
篇

を
推
稲
し
た
の
は
、
頼
長
の
み
で
な
く
、

記
」
を
讀
み
、
特
に
そ
の
中
庸
篇
を
尊
重
し
た
こ
と
は
、
家
木
の
親
記
の
中
庸
篇
の
後
に
記
し
た
言
に
、

久
壽
二
年
五
月
十
一
日
午
刻
、

と
あ
る
。
久
壽
二
年
は
、
近
衛
天
皇
の
時
の
年
琥
で
あ
っ
て
、
頼
長
の
康
治
二
年
よ
り
は
、
十
三
年
後
で
あ
る
。

一
怜
「
中
庸
」
は
、
「
證
記
」
の
一
篇
名
で
あ
る
。
頼
長
も
頼
業
も
、
「
爬
記
」
に
よ
っ
て
中
庸
篇
を
見
た
の
で
、
ま

だ
躯
行
本
を
見
た
の
で
は
な
い
。
康
治
二
年
の
頃
は
、
二
程
子
は
逝
い
て
年
所
を
範
、
そ
の
門
下
の
高
足
な
る
劉
質
夫
・

李
端
●
曰
口
輿
叔
・
楊
編
山
・
謝
上
察
・
滸
廣
平
の
人
々
も
歿
し
、
近
き
も
敷
年
、
遠
苔
は
敷
十
年
を
経
過
し
て
ゐ
る
。

懐

穂

以
或
本
並
正
義
見
合
畢
、
此
儲
非
唯
壺
一
部
之
奥
旨
、
又
是
足
詣
経
之
要
道
耳
、

ニ
八

頼
業
は
「
橙
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楊

時

中

庸

解

滸

酢

中

庸

講

義

五

巻 巻

（同 （同

一九

‘-ノ ‘ 

日
口

大

臨

中

庸

後

解

巻

（
宋

志）

旦
国

大

臨

中

庸

解

巻

ヘ

程

全

書

）

陳

襄

中

庸

講

義

巻

（
陳

古

憲

集

）

喬

執

中

中

庸

義

巻

（同

‘ 

胡

暖

中

庸

義

巻

（
宋

志）

私

記

制

3
日

中

庸

義

五

巻

（同

ヽ

梁

武

帝

中

庸

講

疏

巻

ヘ
詞

ヽ

戴

顕

麓

記

中

庸

博

巻

（
隋

志）

朱
子
の
父
章
齋
の
歿
年
に
相
常
し
、
朱
子
は
十
四
歳
で
あ
る
。
「
中
庸
」
は
、
「
麓
記
」
の
一
篇
名
で
あ
る
が
、
ま
た
古

く
か
ら
附
行
し
て
ゐ
た
も
の
と
見
え
、
「
漢
志
」
に
、
「
中
庸
諒
」
二
篇
を
著
録
し
、
「
孔
叢
子
」
に
は
、
子
思
が
「
中
庸
」

四
十
九
篇
を
作
っ
た
こ
と
が
見
え
、
顔
師
古
は
「
膿
記
」
の
中
に
牧
め
ら
れ
て
あ
る
中
庸
篇
は
、
腔
範
で
な
い
か
ら
、

恐
ら
く
は
四
十
九
篇
の
中
の
―
つ
で
あ
ら
う
と
い
つ
て
ゐ
る
。
「
隋
志
」
以
下
、
「
中
庸
」
の
注
解
と
お
も
は
れ
る
も
の

が
、
多
く
著
録
さ
れ
て
あ
る
。

そ
の
朱
子
以
前
に
風
す
る
主
な
る
も
の
を
掲
げ
る
と
、



な
ど
で
あ
る
。
宋
人
は
操
守
を
重
ん
じ
、
議
論
に
長
じ
、
経
學
に
お
い
て
、
針
套
を
脱
し
て
、
新
な
る
機
運
に
向
つ
て

ゐ
る
。
従
っ
て
中
庸
篇
を
「
麗
記
」
の
中
に
見
出
し
、
天
理
心
性
の
學
と
し
て
、
之
を
尚
ぷ
風
が
あ
っ
た
。
宋
初
胡
暖
・

陳
襄
先
づ
之
を
究
め
、
二
程
も
亦
道
學
博
授
の
害
と
し
て
之
を
崇
ん
で
ゐ
る
。
頼
長
や
頼
業
な
ど
か
、

ん
で
、
特
に
中
庸
篇
を
尊
ん
だ
こ
と
は
已
に
宋
代
學
風
に
獨
れ
る
所
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

張

九

成

中

庸

謡

懐

撼

六

巻

（同

゜
「
麓
記
」
を
讀

‘ 




